
　草津ケアセンターでは、在宅生活で必要となる動作を想定した個別リハビリや生活リハビリを行っています。

身体機能・生活機能の維持や向上を目指し、ご利用者様の生活をさまざな専門職が支えています。

第２段の今回はケアセンターで取り組んでいる５つのプログラム（①栄養+リハビリプログラム②装具制作・修理

プログラム③ポリファーマシーに対する薬剤整理プログラム④血圧・血糖・飲薬プログラム⑤インターバルケア

プログラム）のなかの③ポリファーマシーに対する薬剤整理プログラムを紹介します。

　

主治医、かかりつけ医と連携して、お薬を整理させていただきます。

医師・薬剤師・看護師が状態観察の下

調整させていただきます。
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ホームページアドレス https://www.seikoukai-sc.or.jp/care_center

ポリファーマシーに対する薬剤整理プログラム

入所前の薬剤

情報を相談員

より情報伝達

入所前

入所後

ポリファーマシーとは？

多剤服用のなかでも

害をなすものをポリ

ファーマシーと呼び、

単に薬剤数が多いこ

とではなく、薬剤が

多いことにより、薬物

有害事象につながる

状態や飲み間違い、

残薬の発生につなが

る問題のことをいい

ます。
ご利用者様やご家族

様にお薬の服薬状況

の確認をします。

在宅医に

薬剤調整

の意見を

伺います。



社会医療法人　誠光会　介護老人保健施設　草津ケアセンター

〒525-0027　滋賀県草津市野村2丁目13-13　　TEL　077-567-1122　　FAX　077-567-2085

空き状況・ご入所のお問い合わせ、

どうぞ、お気軽にお電話ください！
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草津ケアセンター 相談課

私たちがお待ちしております。

定期的なカンファレ

ンスや現場のスタッ

フから日々の状態を

確認。

医師と相談し、薬剤

を調整させていただ

きます。

ご利用者様の病態・生活・環境などの背景を考慮し、

適正処方か判断していきます。

処方を行う医師やご利用者様と接する機会の多い

看護師・介護職・管理栄養士、薬の専門家の薬剤師が

日々の申し送りや定期的に実施するカンファレンス

などで情報を共有します。

退所時に在宅サービスや在宅医に情報提供

させていただきます。


